
平瀬川・多摩川合流部整備事業に関する御質問・御意見　に対する　回答

分類 頂いた御質問・御意見の趣旨 回　答 回答者

①多摩沿線道路 多摩川の堤防整備について、現在の東久地橋を使って車で二子橋方面に出勤しているので堤防整備予定の道路に出られるようにして欲しい。 多摩沿線道路への乗り入れについては、堤防整備後も現況とほぼ変わりません。 国土交通省

平瀬川の河川管理用通路から多摩川に出られるよう横断歩道を設置して欲しい。東久地橋を平瀬橋の代替として残置してはどうか。

多摩川の堤防に陸閘を造って欲しい。多摩川河川敷が一時避難場所になっているのに迂回しなければならないのは本末転倒である。

多摩川に堤防ができた場合、東久地橋の下から多摩川への移動は可能か。できないなら、かすみ堤から東久地橋を渡って多摩川河川敷きに出られ
るよう東久地橋に信号機を設置するなどの処置をして欲しい。

平瀬川と多摩川の合流地点がわかり易くイメージできるように提示して欲しい。

多摩川の河道掘削を早急に行って欲しい。

多摩川の浚渫を行って欲しい。今年度も台風シーズン前に実施して欲しい。

多摩川の砂利の浚渫を継続的に実施してほしい。

平瀬橋が使えないと生活に困ります。対策は必要ですが生活についても考えて頂きたい。

平瀬橋は、左岸堤防側に住む生活者にとって二子新地駅を利用したり、高津小学校への通学路としてなくてはならない生活橋であり、計画から削除
しないようお願いしたい。

町会が分断されるため、平瀬橋を整備して欲しい。

平瀬川にかかる橋について現在あるものがなくなると不便になるため代替案を提示して欲しい。

平瀬川左岸の内水対策の再検討を希望。

左岸の内水氾濫対策として上下水道局と協議し右岸と同様のポンゲートにして欲しい。

現状のコンクリートカラーでなく、白を基調にするなど、壁の仕上げ色について協議をして欲しい。美観・景観・防犯・劣化の4点から、計画に反映して
欲しい。

現在の堤防に比べコンクリート高さが高くなるため、堤防の仕上げについて検討してまい
ります。

説明会で「水位が確認できるようスリットや覗き穴等を堤防につけることはできないか」と要望があったが堤防は安全が最優先。 堤防の安全性を第一に考え、検討してまいります。

耐震性は大丈夫なのでしょうか。また、耐震性を保つための基礎打ちに平瀬川の地盤は耐えられるのか。
国で定められた耐震基準を満たした堤防構造にします。
地盤はボーリング調査を行い確認しております。

水害を二度と起きないよう工事して欲しい。
堤防整備により多摩川のH.W.Lまでの水位に対し背水の影響を防ぐことが可能となりま
す。

工事予定の短縮や工事契約予定の前倒しなど早期に堤防整備を行って欲しい。 早期の堤防整備に向けて、施工計画等を検討してまいります。

⑧防犯 現在の平瀬橋～西松屋裏側の街灯の範囲を拡張して欲しい。防犯の点から夜間の灯りに対する検討と実施をお願いしたい。 防犯対策として、照明等について検討してまいります。

⑨風 風について阻害されてしまうので工夫して欲しい。ウイングやファンをつけて欲しい。 風の影響について検討してまいります。

平瀬川ライブカメラの視界内に水位ゲージを追加して欲しい。

水位の確認を直視せずとも確認できる手段を行政が住民に丁寧に説明・周知して欲しい。

単年度工事ではなく複数年の契約で進めて欲しい。 早期に事業を進めるため複数年契約を検討しております。

国・県・市の予算配分は1/3か。 補助金（補助率1/3）の活用を予定しており、国や県と協議を進めて参ります。

会議録を早く公表して欲しい。 令和5年9月4日に公表いたしました。

多摩川と平瀬川の合流部の整備については、国土交通省と川崎市で協議しながら検討し
ていきたいと思います。 国土交通省・川崎市

多摩川については、現在「多摩川緊急治水対策プロジェクト」を実施しており、令和７年度
まで河道掘削や堤防整備等を行って参ります。本プロジェクトにより、令和元年東日本台
風と同規模の洪水に対して、多摩川からの氾濫を防止することとしております。引き続き、
本プロジェクトを進めてまいります。

説明会開催日：令和5年7月29日（土）、7月31日（月）、御質問・御意見受付：令和5年8月31日（木）まで

左岸側の内水対策は困難と考えておりますが、平瀬川の堤防整備に併せ、可能な対策に
ついて関係機関と協議してまいります。

平瀬橋は、地域の方々が利用している人道橋ですので、今後の取扱いについては、周辺
の状況などを踏まえ、検討してまいります。
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水位については、「神奈川県雨量水位情報」のＷｅｂサイトで「洪水ハザードマップ」の風水
害時に役立つ情報として掲載しておりますので、このマップと併せ様々な機会をとらえ周
知してまいります。風水害時に役立つ情報としてライブカメラより確認できますので、下記
URLをご参照ください。
また、「神奈川県雨量水位情報」のＷｅｂサイトの「市町村水防管理者向け」でカメラ画像を
「望遠」にすることによりゲージをカメラ画像でゲージの画像を確認できます。（どなたでも
「市町村水防管理者向け」にアクセスすることが可能です。）

https://www.pref.kanagawa.jp/sys/suibou/web_city/suibou_joho/html/camera/past0/c2
0102_0_122_1.html

https://www.pref.kanagawa.jp/sys/suibou/web_city/suibou_joho/html/camera/past0/c2

